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問1 室町時代の都市社会において、京都の「町衆」が行った活動やその背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2025年　和歌山公立

入試　類似）

1.  有力な商工業者が中心となって
結成され、京都の自治的な運営や
警護を担うとともに、祇園祭など
の伝統行事を支えた。

2.  有力な農民が中心となって結成
され、寄合を開いて村の掟を定め
るとともに、領主に対して年貢の
減免などを要求した。

3.  幕府や貴族から独占販売の特権
を得た商工業者の団体であり、営
業税を納める代わりに市場での利
益を独占した。

4.  交通の要所に倉庫を構えて物資
の保管や輸送を請け負い、委託販
売を行うことで京都の流通を支え
た。

問2 15世紀、北山・中山・南山の三つの勢力（三山）が対立していた沖縄本島を統一し、首里を都とする琉球王国を建国した人物
は誰ですか。 （2023年　和歌山公立入試　類似）

1.  尚巴志 2.  足利義満 3.  北条時宗 4.  山田長政

問3 室町時代から戦国時代にかけての日本の対外関係について述べた次の説明のうち、当時の外交や交易の背景を正しく説明して
いるものはどれですか。なお、当時の状況を記録した資料には、武装して海賊行為を行う集団や、種子島への鉄砲伝来、砂鉄
を用いた製鉄の様子などが記されています。 （2025年　沖縄公立入試　類似）

1.  足利義満は、倭寇を鎮圧するこ
とを条件に、明の皇帝から日本国
王として認められ、勘合貿易を開
始した。

2.  幕府は海賊行為を防ぐため、長
崎に扇形の人工島である出島を築
き、すべての外国船の出入りをそ
こで管理した。

3.  種子島に伝えられた鉄砲を国内
で量産するため、日本は明から大
量の砂鉄を輸入し、日本独自の製
鉄技術である「たたら製鉄」を完
成させた。

4.  倭寇の勢力を弱めるため、幕府
は朝鮮半島の沿岸部へ直接軍隊を
派遣し、現地の拠点に代官を置く
ことで支配を強めた。

問4 室町時代、足利義満が明の皇帝から日本国王に封じられ、朝貢の形式をとって開始した日明貿易（勘合貿易）の仕組みについ
て述べた文として、正しいものはどれですか。 （2020年　三重公立入試　類似）

1.  海賊である倭寇と正式な貿易船
を区別するために、勘合と呼ばれ
る割符を照合させた。

2.  キリスト教の布教を目的とした
宣教師の来航を制限するため、朱
印状を発行した。

3.  朝鮮との交易において、偽造を
防ぐために「図書」と呼ばれる銅
印を対馬の宗氏に管理させた。

4.  長崎の出島において、オランダ
船が来航した際に商館長がオラン
ダ風説書を提出した。

問5 尚巴志によって琉球王国が成立した15世紀前半という時期は、日本の本土における歴史区分ではどの時代に該当しますか。当
時の幕府の名称を含んだ説明として正しいものを選びなさい。 （2023年　和歌山公立入試　類似）

1.  室町幕府が支配していた室町時
代

2.  鎌倉幕府が支配していた鎌倉時
代

3.  徳川氏が政権を握っていた江戸
時代

4.  平氏が権力を握っていた平安時
代末期

問6 中世の日本において、海外貿易の発展とともに成長した都市に関する記述です。現在の大阪府に位置し、周囲に濠（ほり）を
巡らせて自衛を行い、商人による自治が行われた都市の名称として正しいものはどれですか。 （2021年　岐阜公立入試　類似）

1.  堺 2.  博多 3.  京都 4.  鎌倉

問7 北陸地方の一国を支配下に置いた「加賀の一向一揆」について、その性質を説明した文として最も適切なものはどれですか。
（2018年　奈良公立入試　類似）

1.  一向宗の信仰を背景に、武士や
農民が団結して守護大名を倒し、
約100年間にわたる自治を行っ
た。

2.  京都南部の国人たちが守護大名
の軍勢を追い出し、8年間にわた
って自治的な政治を行った。

3.  近江の馬借や農民が、高利貸し
に対して借金の帳消し（徳政）を
求めて蜂起した。

4.  足利義教の暗殺をきっかけに、
播磨の農民たちが守護大名の支配
に対して反乱を起こした。

問8 室町幕府が守護の勢力を抑え、幕府の統制下に置こうとした政策について、その方針を正しく述べたものはどれか。 （2025年　静岡

公立入試　類似）

1.  幕府内の結束を固めて内乱の発
生を抑え、守護を将軍に服従させ
て幕府の体制に協力させる方針。

2.  守護を完全に廃止し、幕府が直
接任命した代官をすべての国へ派
遣して、中央集権化を一気に推し
進める方針。

3.  守護が持つ軍事力や経済力を自
由に拡大させ、幕府と守護を対等
な同盟関係として維持する方針。

4.  守護を地方から引き離して京都
に永住させ、地方の統治権をすべ
て農民の代表に委ねることで争い
をなくす方針。


